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　　一般社団法人愛知県介護福祉士会　　　　　　　　　　
　　　パーソン・センタード・ケア研修
～本人を尊重した認知症ケアの考え方～
皆さんはどんなケアを提供したいと考えていますか？
パーソン･センタード･ケアとは、認知症の方を一人の“人”として尊重し、その人の視点や立場に立って、その人を理解してケアを行おうとする”認知症ケアの基本理念・考え方”のことです。“その人らしさ”とは何なのか。現場でのケアに悩んでいる方、職員への教育に迷っている方、ご一緒に話し合ってみませんか？
　　講　師　　同朋大学　社会福祉学部　准教授
一般社団法人愛知県介護福祉士会　理事　　　　牛田　篤　
日時　　令和２年8月1日（土）　９：３0～1１：３0　（受付9：０0～）
場所　　同朋大学　博聞館（はくもんかん）H１０３教室　名古屋市中村区稲葉地町7-1
アクセス　　裏面に記載してあります。
受講対象者　　介護に関心のある方、どなたでも参加できます。
申し込み方法　　ファックスにてお申し込みください。
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参加費　　1,000円
定員　　30名
先輩方の介護に対する意見は
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学生さんにとってはいい勉強になります。
介護福祉士の卵たちも一緒に学び合う研修です。
≪申　込　先≫　
ＦＡＸ　０５２－２０２－８２８０　　（℡052－202-8260）
	フリガナ
	
	○を付けてください。

	氏　名
	
	（　　）会　員（№　　　　　　　　　）
（　　）賛助会員　　（　　）一般

	フリガナ
	

	自宅住所
	〒

	
	TEL：
	FAX：


	
	携帯番号：

	　勤務先
	勤務先名：
○を付けて下さい　特養・老健・デイサービス・デイケア・訪問介護・その他　

	　職　種
	
	勤務年数
	


＊会員の方は生涯研修手帳をご持参ください。（1.3ポイント）
お問合せ先：一般社団法人愛知県介護福祉士会　名古屋市中区三の丸1-7-2　桜華会館南館
TEL052-202-8260　　FAX052-202-8280
≪アクセス≫
地下鉄東山線「中村公園」で下車。6番出口外にあるバス停より、市バス中村13号系統「稲西車庫」行に乗車。「鴨付町」にて下車すぐ（名古屋駅からの所要時間約20分）です。
市バスのみでは「笹島町（西）」（名鉄レジャックの西、新幹線高架下から西側）から、市バス栄24号系統「稲西車庫」行に乗車。「鴨付町」下車すぐ（所要時間約20分）です。
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※同朋大学　HPより抜粋
大学内に駐車場はありません。大学周辺の有料駐車場又は、公共交通機関をご利用下さい。
日頃のケアを振り返ります。リーダーシップ、


フォロワーシップ、メンバーシップ、多職種連携を意識しながら、グループワークを行います。








博聞館（はくもんかん）








